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TABLE　III． 地膚子および莞蔚子の原植物
地
膚
子 莞蔚子（益母草子）
中国大陸産 北京市場品
西安市場品
大阪市三品
南京市場品
鎮江市場品
香港市場品
Kochia　scoparia　（L．）　ScHRADER
Kochia　scoparia　（L．）　ScHRADER
Chenopodium　album　L．
C．　ambrosioides　L．
Chenopodium　ficifolium　SMiTH
Che〃のワ。読〃〃z　alb〃〃1　L．
C．　ficifolium　SMITH
Leonurus　iaponieus　HouT’TuyN
L．　sibiricus　L．
北京市場品　Leonurus　sibiricus　L・
大阪市場品
香港市場品
　　　？
（Leonurus　sibiricus　L．）
うr●
台　湾　産 嘉義市場品　Kochia　scoparia（L．）SCHRADER 嘉義市場品　Leonurus　iaponicus　HOUT’ruyN
韓　国　産 大邸市場品
ソウル市場品
Kochia　scoparia（L）SCHRADER　　二二市場品
　（Chenopodium　album　L．）
Chenopodium　album　L．
　（Kochia　seoparia　（L．）　ScHRADER）
Leonurus／aponicus　HouTTUyN
大　観本　草
密削仏稽子　　ノ
ミ
蝿ノヴひめロ／
’ワ無。一
門　興　本　草
　　Plate　3．
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　5）今回，「地膚子」の基源として，古来の正品と思われるKochia　scopariaの果実以外に種々のChenopodium
属植物の果実が広く使用されていることが明らかになった．本属植物の果実が使用され始めた理由として『証類本
草』8a・9）の甲州地膚子の附図（Plate　3）が，果実が枝先に群がって付く点でChenopodium属植物によく似ているこ
とが考えられ，また生薬自体が小型で，他種と混同しやすいことも一・因であろう．本草文献的にKochia属植物以外
の果実を基源とすると思われる地膚子が現われるのは唐代で，『新修本草』10）に「苗極弱不能勝挙今云堪為掃帝恐人未
識之…」という記載がある．しかし本文のみでは播種がChenopodium属植物であったかどうかは判断できない．一
方，r中薬大辞典』11a）によるとC．　albumはr本草拾遺』収載品で，茎葉を薬用とする「藝」にあてられている・
「蘂」について李明珍12）は「甲府西堺為落胆，略図　」と述べており，韻府はすなわち元代の引書遇著『韻府華玉』
のことであるから，少なくとも元代には「蘂」が「落帝」の異名8a）をもつ「地膚」と混同されていたことがうかが
える．
　6）　Chenopodi〃m属植物の果実を馬耕とする市場品のうち，　Chenopadium　ficifoliumは『雷公炎論』収載の「灰
麓」にあてられ11b），　r図経本草』8b）の「灰蓼」の項には「子堕為飯一身四三轟」と記されている．さらにC．　ambro－
sioides　L．　var．　anthel〃lintieum（L．）A．　GRAYアメリカアリタソウは果実にヘノポジ油を含有し，かつてはこれを
鉤虫，回虫，ぎょう虫，ぺん虫などの駆除薬として使用したものであり13），その母種ケアリタソウの果実もまた中国
において駆虫薬として使用されている11c）．このようにChenopodium属植物の果実には文献上駆虫の効能以外は記
載がなく，r神農本草経』およびr名医貫録』14）の上品に記載された地膚子の効能「主膀胱熱利小便補中引割気四国膚
中州気散悪瘡疵疲強引久服耳目聡明三身野老使人潤沢」を考慮すると，Chenopodium属植物の果実を「地膚子」と
して使用するのは不適当であると考える．
　謝　辞：本研究にあたり，植物鑑定および材料入手にご協力くだされた大阪市立自然史博物館の瀬戸　剛氏に深謝
する．
　List　of　abbreviations：　ag：　aleuron　grain，　ca：　clustered　crystal，　cot：　cotyledon，　cs：　single　crystal，　esp：　endosperm，
h：　hair，　hg：　glandular　hair，　o：　oil　drop，　p：　parenchyma，　pc：　pericarp，　per：　perianth，　ph：　phloem，　plr：　plerome，
prc：　procambium，　psp：　perisperm，　rad：　radicle，　sc：　sclerenchyma，　sd：　seed　coat，　st：　stone　ce11，　sta：　starch　grain，
sti：　stigma，　teg：　tegrnen，　tes：　testa，　v：　vesse1，　vb：vascular　bundle，　xy：　xylem，　ycl：　yellow　colored　layer
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